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はじめに

青森県内のコケ植物相について最初にまとめたのは柿

崎(1988) で， 387種を県産のセン類として発表した.

柿崎はその後，県立郷土館職員として，自然調査等で収

集した標本や県内研究者のデータを取り入れて目録を補

完し， 415種のセン類を載せている(柿崎， 2004). 筆者

は，そこに漏れた文献やその後の報告 (Higuchi&

Furuki， 1996;太田， 2000;柿崎・太田， 2001;太田・柿崎，

2003;杉村， 2004;古木， 2004;神田， 2014) を検討し，

現在 480種前後のセン類を把握している.また，タイ

類 ・ツノ ゴケ類については，太田 (2003a) が県産のチ

ェックリストをまとめ， 194種を挙げたが，先に挙げた

文献などに発表されたタイ類の種を加算すると，それら

の県内種数は 210種を超える.

このように，この十数年の聞にコケ植物の県産種は大

幅に増えたわけだが，新産として記録された種は，まだ l

か所だけの記録であって， 他でも分布するかの確認が必

要である.また，体が小さいコケ植物は，少しの環境の

変化にも敏感に反応し，消長を繰り返すものでもある.

その意味で，変遷しやすいコケ植物相の現在の状況を記

録することは，今後の自然環境の変化を知る上でも重要

なことだと考える.

筆者は，これまで県全体のコケ植物相の解明をめざし，

コケ植物の採集を行ってきたが，その結果得られた県内

初となる記録や希産種の記録については，その都度発表

してきた(太田， 2002b'2003b'2005). 

この報告文では， 青森県レッドデータブック(青森県，

2010) に掲載されている種を中心に，この数年間で確認

することが出来た県内記録の少ない希少種について述べ

ている.

なお，本文の科名 ・学名及び和名は，セン類について

は Suzuki(2016) にしたがい，タイ類・ツノゴケ類につ

いては片桐・古木 (2018) にしたがった.標本のデータ

は，採集地，採集年月日 ，生育基物，標高，採集番号の

順に表示 した.標本は本研究終了後青森県立郷土館に収

1 )青森県立郷土館自然資料収集事業報告 (2018)

2) T 030-0802青森市本町 2丁目 8-14，青森県立郷土館
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蔵する予定である.

1 Dichelyma jα!ponicum Cardot コシノヤバネゴケ(カ

ワゴケ科)

本種は北海道と中部地方以北の本州|に分布する 日本固

有種であり， 川岸や沼の周辺の倒木や樹幹に生育するが，

全国的に絶滅が危倶され，環境省レッドリスト(環境省，

2019) で絶滅危倶 I類 (CR+EN) とされている. 青森

県内での記録も限られ， 青森県レッドデータブック(青

森県， 2010) では Bランク(重要希少野生生物)とされて

いる.その記述によれば，これまでは赤石川流域と津軽

半島の河川源流部の 2か所からのみ記録があった.

しかし， 最近になって地元のアマチュア植物研究グル

ープ「津軽植物の会」の津田満氏が中心になって精力的

に探索した結果，県内に広く分布していることがわかっ

てきた.この 2年間に筆者は中泊町，青森市， 弘前市，

五所川原市，東通村の 5か所で本種を確認することが出

来たので，別稿で報告予定の弘前市を除く 4か所の生育

状況について述べる.

( 1 )中泊町

水田地帯である津軽平野には，北部の中泊町から五所

川原市にかけて平野と津軽山地と の境目に，溜池がいく

つもあり南北に並んでいる.そのうち中泊町の溜池は，

東側半分が津軽山地の丘陵に食い込んで，幾筋かの谷地

(谷津)を形成している.その谷地の中ほどに木枠で固

まれた湧水がある.

2016年 9月 25日， 筆者は弘前市の石戸谷芳子氏と弘

前市みどりの協会(当時)の)11口智子氏の案内で現地を

訪れた.コシノヤパネゴケは，湧水から続く水路の下流

域に生育するタチヤナギの樹幹基部や倒木，落下校など

の表面にびっしりと 生育していた.生育は，水面から高

さ1m位まで，距離は下流の数十メートルにまで及んで

いて，萌を付ける個体も多く見られた.(写真 l'2) 

溜池の水量は季節毎に大きく 上下して， 春先から夏一

杯にかけて周辺のヤナギ林全体が水に浸 り、秋からは水
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路だけに水があるかたちとなる.このような季節毎に水 (4) 下北郡東通村加藤沢沼湿地

位が変動する環境がコシノヤパネゴケにとって好適な生 まさかりの形をした下北半島は，山が海岸まで迫り，

育条件 となっていると考えられる. ほとんど平地はないが，半島西側の刃に当たる部分と東

ー ー一一~~~~.... ~~~百四園町羽田川唖同 側の柄に挟まれた聞には低地があり，陸奥湾に面してむ

写真 l 萌をつけたコシノヤバネゴケ

写真 2 水面から高さ 1m位繁茂するコシノヤバネゴケ

( 2)青森市羽白

青森市羽 自の野木和公園に，元は溜池であった野木和

湖が，公園全体に指を広げたような形で広がっている.

2017年 7月 8日，津田満氏の案内でコシノヤパネゴケ

が生育しているヤチダモの大木を訪れた.コシノヤパネ

ゴケは木の根元のほぼ全周にわたって，高さ 30"-'60 cm 

まで着生していた.周囲にはヒメシダが繁茂しており，

湿気が多いことを示していたが，他に水際近くに生える

木は見当たらず，コシノヤパネゴケが着生していたのは

この l本だけだ、った.ただ，この池が濯概用に使われて

いた頃には，水位の変動が周期的にあり，コシノヤパネ

ゴケにとって好都合な環境だった可能性がある.

( 3)五所川原市

五所川原市飯詰の津軽山地低山部には，谷地状の地形

が奥まで広がり，その中に堰堤でせき止められた溜池が

ある.溜池の最奥部には小さな沢が入り込んでいて，夏

まで、冠水するヤチダモ林が広がっている .2018年 9月 19

日，津田満氏他津軽植物の会のグ、ルーフ。と共に現地を訪

れた際には，一部を除いてヤチダモ林は乾し、た状態であ

った.三角形に広がる林の 250本ほどのヤチダモの根元

には，高さ数十センチにまでコシノヤパネゴケが着生し

ていた.
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つ市街地が広がっている.市街地から北東側の丘陵の低

地は，水田や湿地になっていて，そこに加藤沢沼を中心

とした湿地が広がっている.

コシノヤパネゴケの生育が確認できたのは，沼の北東

側のハンノキ林の湿地と，水が号|し、て岸が露わになった

沼の南岸及び北岸の一部である.津田満氏によれば，春

から夏にかけては沼岸やノ¥ンノキ林は冠水しているそう

だ.観察したのは 2018年 10月 10日で，減水した沼の

岸や露わになったハンノキの根元に，広い範囲に亘って

コシノヤパネゴケが生育するのを確認した.付近には ト

ヤマシノブゴケ，オオハリガネゴケ，クビレケビラゴケ，

コモチフタマタゴケなども見られた.

なお ，同 日，ハンノキ林の林床で ，ササパゴケ

Callie棺 on cordifoliumを弘前市の松本明男氏が採集した

ことを津田満氏から聞いた.この種も青森県 (2010)で， C

ランクの扱いになっているものである.

(データ)

中泊町， 2016.9.25， タチヤナギ樹幹， 15m，8536 

青森市，2017.7.8，ヤチダモ根元， 15m，8538 

五所川原市，2018，9.19，ヤチダモ樹幹， 50m， 9067a 

東通村， 2018.10.10，ハンノキ根元， 15m，9096 

2 Fontinalis hypnoides Hartm. カワゴケ

(カワゴケ科)

カワゴケは，世界に広く分布し，国内では北海道，本

州の流水中や池などの底の，岩や倒木の上などに生育す

るセン類である.青森県 (2010)によれば，県内では下北

半島で記録されていると し，分布が非常に限られている.

開発や水質汚濁による減少が著しく，環境省 (2019) で

は絶滅危倶E類 (VU)，青森県 (2010) では B ランク

に位置づけられている.

2014年の夏に弘前市の石戸谷芳子氏からカワゴケの

情報をいただいてから，初めて現地を訪れたのが 2016

年 9月 25日であった.場所はコシノヤパネゴケの(1 ) 

で述べた中泊町にある溜池で，湧水から出た水路の内外

に旺盛に生育するのを確認した.水路の底は泥~砂質に

なっているので川底には生育できず，倒れて水没した樹

木に着生しているのが多かった.また，水上に横倒しに

突き出ている木や枝にも大量に絡まって乾燥しているも

のも多く見られた(写真 3).翌年 5月 19日の観察では，

それらの木や枝は水没していて，こ ういった水位の変動

のおかげで，カワゴケ自体は着生できる場所を広げられ

ているのではないか，その結果，旺盛な生育につながっ

ているのではなし、かと感じた.
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写真 3 水中と水面の枝に絡みつくカワゴケ

他の生育地の様子を見るため， 2018年 10月 31 日，

下北郡東通村・の裳部から尻労にけて流れる湧水からの水

路を訪れたが， 2000年の時点で確認できていたカワゴ

ケは再確認できなかった.カワ ゴケは，水質-の悪化に対

しては敏感に反応して消失するようだが，ここで、は水質

の変化はないように思われる.気になったのは，水路の

向こうに河白大明神を記った洞があって，水路を含めた

掃除が良く行われているようで，わずかに見つかったフ

ジウロコゴケの生育もほんのわずかであったことであ

る.

これまで知られていたカワゴケの産地は下北半島だけ

であった(青森県，2010) が，今回津軽地方でも見つか

ったことは有意義である.

(データ)

中泊町， 2016.9.25，水中の腐木， 15m，8539;水面のヤ

ナギ枝，8540 

3 Rhodobryum ontariense (Kindb.) Kindb. カサゴケ

モドキ (ハリガネゴケ科)

カサゴケモドキは北半球に広く分布し，国内では北海

道から九州、|までの，石灰岩地を含む落葉樹林下の土上，

岩上，腐木上にまれに生える(岩月 他 2001)とされるが，

全国的に減少が著しく，環境省 (2019)で vuとされて

いる.減少の原因は，森林伐採やニホンジカによる森林

の荒廃，石灰採掘等によるものとされる

本種は，これまで県内では記録がなかったが，最近に

なって久保清子氏(八戸市) が八戸市の近郊で発見し，

2017年に津田満氏によって本種であることが確認され，

県のリストに加わった.津田氏によればカサゴケモドキ

は八戸市の3か所で、見つかっており ，筆者は 2018年 5

月 9日，そのうちの 2か所を見たので報告する.

最初の生育地は，八戸市の中心部から東南の郊外にあ

るヒマラヤスギが植林された林の中である.すぐ横を市

の水源となる川が流れていて，植林地は盛り 土してあり

一段高くなっている.カサゴケモ ドキは，林縁から斜面

にかけた腐植士上に小株状に点在していた.生育範囲は

限定されており，林の入り 口付近から 10m位でまでで
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あり，奥の方には見られなかった.

もう 一つの生育地は，海岸に植えられたクロマツ林に

あり ，砂に堆積した腐植土上に群生していた.生育範囲

は十数メートル四方で， 生育数と生育密度は前の場所を

上回っていた.カサゴケ属は雌雄異株でめったに萌をつ

けない(岩月 他 2001) が，ここでは前年の植物体に l

~数本ずつ付いた胞子体が成熟していた. (写真 4)

写真 4 茄をつけたカサゴケモドキ

他の lか所は見ていないが，そこも含めて本種が見つ

かっているのは八戸市だけである.八戸市には，県内分

布が限られた石灰岩地帯が存在していて，本種が石灰岩

地を好む傾向との関連が大きいのではなし、かと考えられ

る.県内には他にも数カ所石灰岩が分布しているので，

精査してみる必要がある.

(データ)

八戸市， 2018.5.9，腐植土， 25m，8762 

八戸市， 2018.5.9，砂地の腐植土，3m，8763 

4 Rhodobryum roseum (Hedw.) Limpr. カサゴケ

(ノ¥リガネゴケ科)

前種に非常によく似ているが，前種では葉の数が

20-50枚で，葉縁が強く反曲するが， 本種は傘の部分の

葉の数が 16-21枚と少なく，葉縁の反曲は弱いことで区

別される.北海道から四国に分布し，多雪地帯の士上や

腐食土上に稀に生える(岩月他 2001). 

県内ではこれまで岩木山のみで確認されていて(青森

県， 2010)，生育地の限られた希少種であることから C

ランク(希少野生生物)に登録されている.今回，下北

半島でも生育を確認したので報告する.

生育 していたのは標高 820，...._， 840mのキツネヤナギ，

ノリウツギ，ナナカマド，オオカメノキなどからなる風

衝低木林下の腐植土上に，ミヤマリュウビゴケ，ケフタ

マタゴケなどに交 じって生えたり，単独で小群落を形成

したりして，標高差 20mほどの聞に散生 していた.

本種を採集するに当たっては，青森県知事より平成 30

年 6月 7日付指令第 1680号の採集許可を得ている.

(データ)

むつ市， 2018.9.12，腐植土， 820， 9082b; 825m， 9083 
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5 Cephalozia catenulata ( Huebener) Lindb. subsp. 

nipponica (S. Hatt.) Inoue カタヤパネゴケ (ヤパネ

ゴケ科)

本種はこれまで，八甲田山(尼川， 1952) で，c.

catenulata var. hakkodensisとして報告された記録があっ

ただけだが， 2012・2013年にむつ市で、採集し， 2箇所目

となったので報告する.

本種が生育していたのはヒノキアスナロ林に隣接する

ブナ林で，突き出た岩塊や腐木にタカネホラゴケモドキ，

ヨツパゴケ，カギカモジゴケ，シフネルゴケなどととも

に生育していた

(データ)

むつ市， 2012.9.2，腐木，240m，8170d 

むつ市， 2013.9.26，腐木， 8187 

6 Fuscocephaloziopsis connivens (Dicks.) Vana & 

L.Soderstr. エゾ、ヤパネゴケ (ヤパネゴケ科)

本種は，これまで県内では未記録であったが， 2012 

年 9月，むつ市西北部の山域のヒノキアスナロ林に隣接

するブナ林で，突き出た岩塊にクチキゴケ，フチナシイ

ボクチキゴケ，オタルヤパネゴケなどと共に生育 してい

たのを確認した.なお，同定は古木達郎博士による.

(データ)

むつ市， 2018，9，2，岩， 240m，8167b.8171b.8177; 2013.9. 

26，岩， 240m，8185 

7 Solenostoma bilobum (Amakawa) Potemkin & 

Nyushko ヤハズツボミゴケ (ソロイゴケ科)

本種は，古木 (2004) が白神岳から報告したものがあ

るだけで，今回 2例 目となる記録があるので紹介する.

見つかったのはむつ市の山中にある湖の畔で，凝灰岩

の岩壁からこぼれ落ちた小石の表面に生育していたもの

である.本種は Solenostoma属としては小型で，葉の先

が明瞭に 2裂し，葉裂片は鋭頭であることが特徴である

(岩月ほか， 2001). 標本は，古木達郎博士に同定いた

だいた.

(データ)

むつ市，2013.9.26，小石， 205m，8201 
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